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2026 年度「グローバル未来塾 inひろしま」の開講について 

 

１　要旨・目的 

　　県内の高校生を対象に、国際平和を希求する高い志をもち、将来、国際的に活躍できる人材を 

輩出することを目的として、核兵器廃絶等に関する知識の修得、英語力向上のための演習、国外の

高校生との意見交換、国際平和のための提言発表等の通塾研修及び他県・国外での研修を実施する。 

 

２　現状・背景 

　　平成 28 年度から開始し、今回で 10 回目の実施となる。 

　　※令和２年度は新型コロナのため、実施せず。 

 

３　概要 

　(1)　実施主体 

広島県 / （一社）へいわ創造機構ひろしま（ＨＯＰｅ） 

(2)　参加人数 

県内高校生 20 名程度を公募 

(3)　実施期間・場所及び実施内容 

ア　宿泊英語研修 

（ア）時期　７月 27 日(月)～７月 29 日(水) 

（イ）場所　ひろしま国際センター 

（ウ）内容　開校式及びオリエンテーションを行い、ひろしま国際センター・ＮＯＶＡ主催 

　のイングリッシュキャンプへ参加する。 

 

　 イ　通塾研修（全５回、場所：広島市内） 

（ア）時期　９月 21 日(月)～１月 17日(日)の期間のうち全５回 

（イ）場所　広島市内　 

（ウ）内容　a. 国際平和 

・核軍縮・不拡散に関する現状、広島の原子爆弾による破壊と復興等 

・地域紛争の現状、復興・平和構築を進めるための政治・経済・社会的枠組 

　　　　　　　　　　b. 英語演習 

スピーチやディスカッション、語彙力の向上等 

　　                c. 広島、長崎、沖縄合同研修 

３県の高校生が広島に集い平和関連施設の視察、交流、意見交換を実施。 

※９月次の通塾研修に合わせて実施する。 

 

ウ　特別研修 

（ア）時期　８月 15 日(土)～８月 19日(水)　５日間 

（イ）場所　広島市内　 

（ウ）内容　広島県 / へいわ創造機構ひろしま(ＨＯＰｅ)主催の「ひろしまグローバル・ユ 

ースフォーラム」に参加し、海外からの高校生等と国際平和についてグループ 

ディスカッションを行い、「核兵器のない平和な世界の実現」に向けて 

メッセージを発信する。 

令和８年４月 17 日 
課　名　地域政策局国際課 
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エ　国内宿泊研修 

   【広島研修】 

（ア）時期　９月 19 日(土)～９月 21日(月・祝)　３日間 

（イ）場所　広島県 

（ウ）内容　沖縄・長崎の高校生が広島を訪問し、広島の被爆遺構（平和記念公園や旧陸軍 

被服支廠等）の見学や、知事による広島県/へいわ創造機構ひろしま(ＨＯＰｅ)

の取組、ＪＩＣＡ中国による平和構築に関する講義等を実施。 

　　  【長崎研修】 

（ア）時期　10 月 10 日(土)～10 月 12 日(月・祝)　３日間 

（イ）場所　長崎県　 

（ウ）内容　広島から長崎を訪問し、現地の高校生との交流や被爆体験講話、平和関連施設 

の視察等を通じてもう一つの被爆地である長崎の被爆の実相等について学ぶ。 

　　　【沖縄研修】 

（ア）時期　11 月 21 日(土)～11 月 23 日(月・祝)　３日間 

（イ）場所　沖縄県 

（ウ）内容　広島から沖縄を訪問し、現地の高校生や、戦争体験者との交流、平和関連施設 

の視察等を通じて、地上戦が行われた沖縄の戦争の歴史を学ぶ。　 

 

オ　国外研修 

（ア）時期　１月４日(月)～１月９日(土)　６日間 

（イ）場所　フィリピン　 

（ウ）内容　広島からフィリピンを訪問し、現地のＮＧＯや国際機関の訪問、現地の高校生 

との交流を英語で実施し、実践的な英語力を試すとともに、フィリピンに 

おける復興・平和構築について学ぶ。 

  

カ　成果報告 

（ア）時期　２月７日(日) 

（イ）場所　広島市内　 

（ウ）内容　研修の成果を英語で作成・発表 

　　　　　　　　　　修了証書の授与 

 

４　予算（単県） 

13,500 千円 

 

５　参考 

国際平和拠点ひろしま ホームページ（グローバル未来塾 in ひろしま） 

https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/hiroshimaforpeace/prog-global-peace.html

https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/hiroshimaforpeace/prog-global-peace.html

